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第7閤衛生工学シンポジウム
1999.11北海道大学学術交流会館

1-4 熱分解ガス化溶融実証プラントの運転結果

(株)タクマ 高橋賢次、鮎JIl大祐、 O元田義人、伊藤彰啓

1.はじめに

全排出量の 75%以上のごみを焼却に頼っている我が闘においては、焼却灰等の罰体排出物を

処分する埋立地寿命の開題、排出ダイオキシンの問題が昨今クローズアップされている中、次

世代型ごみ処理施設としてガス化溶融炉が解決策の 1っとして注自されている。

当社では 1995年 5月にドイツ連邦共和国シーメンス社より技術導入を行ない、 1998年から

一般廃棄物処理設備として福岡市殿との共同研究にて関市クリーンパーク・東部内で 20ton/日

x 1基の実証運転を行なってきた。

本稿は実証試験をとおして得られた知見を基に運転結果の報告をするものである。

2.熱分解ガス化接融システムの特長

本システムの特長を下記に示す。

①間接加熱熱分解により安定した運転ができる。

②排出ダイオキシン量が少ない。

①ごみの燃料化により低空気比(1.3以下)燃焼ができ排ガス量が少なく、高い熱回収効事が

得られる。

④ごみから有価物をリサイクルしやすい形で自収できる。

⑤飛灰も同時溶融できる。

⑥スラグの排出が連続で特に技能を必要とはしない。

3.実証プラントの概要

ごみは福岡市殿にて収集・搬入して頂き、プラン

ト内ごみピットに一時貯留された後ごみクレ}ンを

利用し、破砕工稔を経てスクリユ}フィーダにコン

ペヤで供給される。

表-1 設計緒元

スクリューフイ}ダでは熱分解ドラム内の気密性を

確保しながらごみが在縮、供給される。熱分解ドラ

ム内でごみは約 450
0Cまで加熱され、 1時間程度か

けて熱分解ガスと熱分解残誼とに熱分解される。熱

ごみ処理量

設計ごみ質

熱分解設備

燃焼溶融設備

γス冷却設備
担j:i(A処理設備

20ton/自

1 ， 300~2， 500 k callkg 

間接加熱熱分解ドラム

艶型旋回溶融炉

ボイラ+水噴射式
乾式脱塩十ハ7ゃフィルタ | 

分解残法は鉄、アjレミを回収した後金量粉砕し、カ}ボン残1査といわれる粉体となり貯留槽に

運ばれる。後続の高温燃焼溶融炉ではこれら熱分解ガス、カ}ポン残法、それに排ガス処理設

備からのばいじんが炉頂より投入され、灰分が炉内の高温によりスラグ化され炉底より連続排

出される。

本実証プラントでは実機での条件に合わせて蒸気条件は 4.7MPa(48kg/cm2A)の勉和蒸気

とした。高温燃焼溶融炉出口ガス温度はダイオキシン対策として約 900'Cとした。高温燃焼溶

融炉を出た排ガスは水噴射式のガス冷却設舗で 200
0

Cまで減混され No.1パグフィルタで排ガ
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ス中のばいじんを由収し、No.2パグフィルタにて排ガス中に供給されたア jレカリ剤により有害

酸性ガスを除去する。No.2パグフィルタからの薬剤処理した排がス処理残液はスラグとは別途

排出される。本プラントの仕様を表-1に、フロ}シ}トを図-1に示す。

lf.l買寓

図“ 1 フローシート

4.運転結果と考察

実証プラントで得られた成果について下記する。

①閣 ω2に運転ごみ質の頻度を示すが 1，100kcal/kg-2，400kcal/kgの幅広いごみ質に対し安

定して運転できた。臨ー 3にごみ質変動に対する熱分解ガス温度、加熱ガス出入口温度の特

性を思す。ごみ質変動に対じても熱風発生炉の制御で安定した熱分解がス温度を維持できたo
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図-2ごみ質ヒストグラム 随時 3 熱分解ドラム加熱変動特性

②熱分解ドラム内には約 1時間分のごみがあり、投入されるごみ量・どみ質の変化の影響をう

けない。
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函-4にドラム内各点の温度を示すがゆるやかな変化であり、また発生する熱分解ガスも安

定しているため、図開 5に示すようにドラム出口圧力は一定している。従って間接加熱熱分

解方式の特長である安定熱分解が確認された。
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①上記した安定した熱分解ガスの発生、およびカーボン残濯の安定供給により図-6に示すよ

うに空気比1.3の低空気比運転にもかかわらず 00が 1ppm以下の運転が達成でき、図ー 7

に示すように炉内温度も溶融炉出口で 1280"Cの安定維持できた。またボイラ蒸発量も安定

して発生できている o
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④排ガス中のダイオキシン類については活性炭不添加でO.026ng-TEQ/Nm3、活性炭添加で

0.002 ng-TEQ/Nm3，ダイオキシン総排出量は 0.145μg/ご、み ton(ダイオキシン対策を施し

た従来炉施設で 4.25μg/ごみ ton※ 1)であり、低ダイオ今シン化が閣れるシステムであるこ

とが立証された。

⑤有価物の部収については、田収鉄は錆が

なく、本実証炉開ー敷地内の資源化セン

ターを通じて売却され、アルミニウムに

ついても回収業者の有償確認ができた o

⑥プラントからの排出物(スラグ及び排ガ

ス処理残誼)についても安全性の確認が

とれた。(表-2参照)

表ー

港融炉温度特性

、Z耳1段¥、.hEh古料、 スラグ jjfガス処理残itl1 J!llめ立て 土i畠環境

Z軍倍m13帯法環告m相場法 ま軍告第13等法 i!i準{直 書主権他

Cd mg!1 <0.01 <0，01 <0，01 ~ 0.3 :> 0.01 
Pb mg/l 0.02 (0，01 <0，01 ;:;; 0.3 ;:;; 0.01 

OrO，. mg/I <0.05 <0，05 <0.日目 ~ 1.6 :ii 0.05 
<0，01 <0.01 <0.01 ~ 0，3 :5 0，01 A. 聞が~--

T-Hs mg!1 <0，0005 <0，0005 0，0000 :i 0.005 話0.0日開
問

Ar'Hg mg!1 ......... <0，0005 <0，0005 <0.0005 不検出 不検出

5e mg!1 <0.01 <0，01 <0，01 ;ij 0.3 :ii 0，01 

臨時 7排ガス O2/00濃度図-6 

排ガス

ng-TEQlNm' 
0.026 

0，002 

Tolnl PCDDn十PCDFe

単位

活性炭吹込みなし

活性成政込みあり
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⑦熱分解ドラムにて熱分解された熱分解ガスの物性値を表-3に示す。

ガス組成 (1，175kcal/Nm3wet) 
酸素 窒素 |二酸化炭素 i一酸化炭素 iメタン iエチレン 水分

Vol%dry I vol%dry I vol%dry I vol%dry I vol%dry I vol%dry I vol%wet 
1.35 27.8 23.5 I 15.15 I 7.3 3.2 85.3 

表 ω3 熱分解ガスの物性億

熱分解ガスには水分が多量に入っている為爆発性は少ないと判断できるが、熱分解ガスが大

気側に漏洩する可能性に対しては下記対策により安全運転の実証ができた。

ア)熱分解ドラム内の負在運転維持

イ)剖転シ~}レ部 1) ングは耐久性のある金属製とする

ウ)回転シ}ル部に吸気フ}ドを設け高温燃焼港融炉に導く。

③熱分解ドラムにて熱分解された熱分解残盗から鉄、アルミを分離した後のカーボン残誼の成

分を表-4に示す。

回定炭素 | 揮発分 | 灰分 | 低位発熱最 |ダイオキシン類濃度

約 48% 約 14% 約 38% 約 4，400kcal/kg O.OOl1ng-TおQ/g

表-4カーボン残誼の成分

(社)産業安全技術協会でおこなったカーボン残夜の粉塵爆発試験結果では、粉塵濃度

6，000g/m3でも爆発は起こらず、粉塵爆発が発生し難い燃料と考えられる。

5 .おわりに

実証プラントの運転を通し、安定した運転、低空気比燃焼、及びリサイクル性等の本プラン

トの特長が確認された。特に、溶融炉出口のダイオキシン類濃度は、 0.062ng-TEQ/Nm3と低

い値も得られ、本システムがダイオイキン対策に優れていることを確認した。

また、本年 1月8日に申請した技術評価書を 8月初日に廃棄物研究貯国より得ることができ

ました。これも福間市殿をはじめ、関係者のおかげと本紙面をお借りしてお礼申しよげます。
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